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命
日

會 岳 山 本 日 67 1  月 六 年 二 十 利 昭

山
　
の
　
縮

田
　
口
　
一
　
郎

あ
る
ひ
と
の
筆
に
な
る
富
士
の
結
が
最

近
僕
の
家
に
来
た
。
三
峠
あ
た
り
か
ら
の

轟
結
と
箱
根
か
ら
の
も
の
ら
し
い
油
縮
と

の
二
枚
だ
。
結
の
全
く
わ
か
ら
な
い
僕
に

も
さ
ら
下
手
な
作
品
だ
と
は
思

へ
な
い
。

だ
が
見
て
ゐ
る
中
に
何
と
な
く
物
足
り
な

い
の
で
あ
る
。
座
敷
の
飾
り
物
と
し
て
な

ら
ば
感
激
も
な
い
代
り
に
飽
き
も
し
な
い

と
こ
ろ
が
山
が
富
士
で
あ
り
、　
こ
れ
は

「
山
」
の
結
だ
と
思
っ
て
見
る
と
こ
の
結
が

僕
に
何
も
訴
へ
て
ゐ
な
い
こ
と
に
お
ど
ろ

く
の
で
あ
る
。

全
般
の
パ
ラ
ン
ス
は
い
ゝ
、
色
合
も
美

し
い
、
近
景
と
富
士
の
間
を
埋
み
つ
く
し

た
雲
海
は
今
に
も
動
き
だ
し
さ
う
だ
。
だ

が
見
詰
め
る
と
そ
れ
は
た
ゞ
小
奇
麗
な
パ

ラ
ン
ス
に
す
ぎ
な
い
し
、
山
で
感
ず
る
空

の
色
．
雲
の
色
、
地
肌
の
色
と
こ
の
檜
の

色
合
と
の
間
に
は
い
ふ
に
い
は
れ
ぬ
へ
だ

ヽ
り
が
あ
る
。
山
の
雲
と
こ
の
結
の
雲
と

は
同
じ
白
色
　
あ
り
乍
ら
僕
に
は
白
と
黒

よ
り
も
別
の
色
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
雲

の
大
澤
か
ら
器
用
に
古
田
日
の
森
林
に
と

け
こ
ん
だ
濃
淡
の
憂
化
は
厳
し
い
氣
候
に

さ
か
ら
つ
て
上
へ
上
ヽ
と
通
ひ
上
る
森
林

帯
上
限
を
感
じ
さ
せ
な
い
し
、
そ
の
日
の

天
氣
の
聯
想
ま
で
導
き
だ
す
山
の
雲
海
の

魅
力
は
こ
の
結
に
な
い
．

拙

い
説
明
は
こ
の
位
に
し
て
僕
の
云
ひ

た
い
の
は
、
こ
の
費
家
が
山
を
知
ら
な
い

―

貸
際
山
登
り
な
ぞ
は
し
た
こ
と
が
な

い
さ
う
だ
―
―

こ
と
が
山
好
き
の
も
の
を

満
足
さ
せ
る
結
が
出
来
な

い
原
因
だ
、
こ

の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
あ
る
程
度
の
結
筆

の
技
術
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
必
要
な
前
提

だ
ら
う
が
、
更
に
山
を
知
る
こ
と
―

そ

れ
に
は
結
局
山
登
り
を
す
る
よ
り
仕
方
が

な
い
ら
し
い
―

が
そ
の
人
の
結
を
「
山
」

の
結
に
ま
で
引
き
あ
げ
る
動
力
だ
ら
う
と

思
ふ
の
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
が
近
頃
諸
々
の
篤
員
雑
誌
に

汎
濫
す
る
山
の
篤
員
に
就
て
も

い
え
　
。

露
出
、
絞
、
フ
イ
ル
タ
ー
、
フ
イ
ル
ム
、

皆
中
分
の
な
い
條
件
が
そ
ろ
つ
て
ゐ
る
し

構
日
も
懸
賞
に
常
選
し
、
雑
誌
に
愛
表
さ

れ
る
の
だ
か
ら
篤
壇

の
批
判
に
は
耐

へ
た

も
の
だ
ら
う
。
そ
れ
に
も
か
ヽ
は
ら
ず
、

僕
は
こ
れ
ら
の
篤
員
に
デ
イ
ツ
ト
リ
オ

●

セ
ル
ラ
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
仲
間
の
怪
し

げ
な
器
械
と
腕
で
撮
ら
れ
た
に
す
ぎ
た
な

い
篤
員
に
さ

へ
お
ぼ

へ
た
感
興
を
も
つ
こ

と
が
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
あ
る
篤
員
雑

誌
に
最
初
は
す
ば
ら
し
い
と
思
つ
た
作
品

が
あ
つ
た
。
中
尾
峠
あ
た
り
ら
し
く
前
面

に
立
つ
大
き
な
構
木
に
ピ
ン
ト
が
合
ひ
、

そ
の
本
の
銀
色
の
肌
は
夕
陽
に
明
く
輝

い

て
ゐ
る
。
明
紳
岳
は
う
す
く
ば
か
さ
れ
て

調
和
の
と
れ
た
背
景
を
つ
く
り
、
底
部
の

熊
笹
と
遠
山
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
全
く
美

し
い
．
た
し
か
に
す
ぐ
れ
た
篇
員
で
は
あ

つ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
物
た
り
な
く
な
う

た
の
は
、
こ
の
篤
員
か
ら
秋
の
中
尾
峠
を

あ
る
い
た
時

の
感
興
を
引
き
出
す
こ
と
が

出
来
な
い
か
ら
な
の
だ
。
山
に
来
て
篤
し

た
篤
員
で
は
な
く
、
篇
員
を
撮
り
に
山
た

来
た
時
の
枚
獲
で
あ
る
。
締
局
こ
の
作
品

が
僕
に
興

へ
た
感
銘
は
こ
ん
な
も
の
だ
つ

た
。
作
者
の
封
象
に
封
す
る
愛
と
認
識
の

不
足
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
さ
へ
切
れ
ば
何
か
は

篤
る
だ
け
に
篤
員
の
場
合
に
一
居
限
立
つ

の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
槃
し
い
、
・純
な

山
登
り
に
撮
ら
れ
た
篤
員
は
た
と
ひ
貧
し

く
と
も
、
う
ら
に
そ
の
山
登
り
の
氣
分
が

滲
み
出
ず
に
は
ゐ
な
い
底
力
を
も
つ
て
ゐ

る
の
だ
。

こ
う
い
ふ
僕
の
見
方
が
い
ヽ
か
悪
い
か

見
る
僕
が
無
智
で
あ
り
、
我
ま
ゝ
で
あ
る

と
い
っ
て
し
ま
へ
ば
そ
れ
ま
で
だ
。
だ
が

山
登
り
の
歴
史
か
ら
見
ｔ
山
を
最
も
よ
く

バ
ウ
ア
ー
以
後
の
シ
ツ
キ
ム
登
撃

次
に
掲
げ
る
の
は
パ
ウ
ア
ー
の
第

一
回

カ
ン
チ
登
攀

（
一
九
二
九
年
）
以
後
に
行

は
れ
た
シ
ツ
キ
ム
に
於
け
る
登
禁
の
跡
を

山
岳
別
に
取
扱
つ
た
も
の
で
、
Ｈ

・
Ｊ
第

九
琥
所
載
の
資
料
を
骨
子
と
し
、
こ
れ
に

筆
者
が
多
少
の
加
筆
を
行
つ
た
。
原
資
料

に
は
こ
の
外
に
山
岳
の
位
置
や
開
係
文
献

な
ど
も
簡
単
に
要
領
よ
く
併
記
さ
れ
て
ゐ

る
が
、
こ
ゝ
で
は
そ
れ
を
全
部
省
略
し
て

以
下
に
見
ら
れ
る
程
度
に
簡
略
に
し
た
。

例
に
よ
り
山
名
及
び
高
さ
は
便
宜
的
に
収

扱
つ
た
故
、
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
、
項

目
は
山
名
、
山
の
高
さ
（
米
）
登
攀
の
年
月

登
攀
者
等
の
順
序
で
あ
る
。
山
岳
は
五
十

詈
順
に
配
列
し
た
。
（Ｔ
Ｋ
生
）

カ
プ
ル
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

一
五

一
九
二
五
ｏ
一
一
、
ク
ツ
ク
（
一
八
八
三
、

知
り
よ
く
理
解
し
た
の
は
、
山
を
本
能
的

に
愛
し
た
山
岳
人
で
あ
る
こ
と
を
思

へ
ぱ

山
に
開
す
る
藝
術
作
品
が
藝
術
的
で
あ
り

得
る
た
め
に
は
山
登
り
の
氣
持
が
織
り
こ

ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
大
見

得
も
あ
な
が
ち
見
守
違
ひ
だ
と
は
考
へ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
ゞ
山
を
封
象
と
し

た
と
い
ふ
だ
け
の
理
由
で
鑑
賞
を
押
し
っ

け
ら
れ
る
諸
々
の

「
山
」
の
綸
、
篤
員
、

文
學
音
業
よ
り
も
山
と
は
全
く
無
関
係
な

作
品
が
山
登
り
で
、
お
ぼ

へ
る
様
な
す
が

ノ
ヽ

し
さ
を
僕
に
あ
た

へ
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。

一
〇
グ
ラ
ハ
ム
が
登
つ
た
と
博

へ
ら
れ
、

一
九
〇
七
、

一
〇
ゞ
ル
ベ
ン
ソ
ン
と
ア
ア

ス
が
頃
上
直
下

一
〇
〇
吠
に
達
し
た
。）

カ
ン
●
ピ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
五
五
七
二

一
九
二
〇
・
四
　
ヘ
ル
リ
ン
、
ン
ニ
ナ

イ
ダ
ー

（
西
部
國
境
）

カ
ン
チ
エ
ジ
ユ
ン
ガ
　
　
　
　
八
五
八
〇

一
九
二
九
、
パ
ウ
ア
ー
等
北
東
稜
よ
り

七
四
〇
〇
に
達
す
。

一
九
二
〇
、
デ
イ
レ
ン
フ
ル
ト
除
六
四

〇
〇
に
達
す
。

一
九
二

一
、
パ
ウ
ア
ー
等
北
東
稜
よ
り

七
七
〇
〇
に
達
す
。

「タ
レ
ヴ
ア
ス
ピ
‥
夕
」
　

　

五
九
二
〇

一
九
二
六
、
パ
リ
ス
と
ク
ツ
ク

「タ
リ
ー
ン
・レ
イ
タ
・ピ
ー
タ
」

不
　
明

一
九
二
六
、

一
〇
、
パ
ウ
ア
ー
、
ゲ
ノ
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ト
ナ
ー

（
パ
ド
ン
ｏ
ラ
近
附
）

シ
ム
ヴ
ー
群

一
九
二
六

・
五
、
パ
リ
ス
、
チ
ャ
プ

マ

ン
、
ク
ツ
タ

（
六
五
五
〇
米
峯
）
試
登
。

一
九
手
六

上

ｏ
、
パ
ウ
ア
ー
、
グ

ッ

ト
ナ
ー
、
ベ
ツ
プ

（
六
五
四
五
米
峯
）

´
ケ
ラ
ス
が

一
九
〇
七
、
三
回
の
試
登
し

た
の
は
六
七
九
６
米
峯
で
あ
る
円
）

シ

ニ
オ
ル
チ
ユ
　
　
　
　
　
　
六
入
九

一

一
九
二
六

・
九
、
ウ
ィ
ー
ン
、
グ

ツ
ト

ナ
ー

ジ
ヨ
ン
ソ
ン

“
ピ
ー
ク
　
　
　
七
四
五
九

一
九
二
〇
、
六
。

＜ａ＞

ヘ
ル
リ
ン
、
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
、

“ｐ
ス
マ
イ
ス
、
ウ
イ
ラ
ン
ト
、

タ
ル
ツ
、
デ
ィ
レ
ン
フ
ル
ト
。

「
シ
ユ
ガ
ー
ロ
‥
フ
」
　

　

　

六
四
四
〇

一
九
二

一
・
九
、
ア
ル
フ
イ
ン
、
プ
レ

ン
ナ
ー

（
ツ
ウ
イ
ン
ス
の
東
）

「
セ
ン
テ
イ
ネ
ル
」
　

　

　

　

六
七
〇
〇

一
九
二
五

・
七
、
テ
ィ
ル
マ
ン
、
ウ

イ

グ
ラ
ム

ハ
一
九

一
〇
。
五
、
ケ
ラ
ス
が
登
っ

た
。
チ
ー

ヨ
ー
テ
ン
・
ニ
ム
ｏ
ラ
の
北
）

チ
ヨ
三
ヨ
モ
　
　
　
　
　
　
　
六
人
三
七

一
九
三
二

上

０
、

ス
ペ
ン
ス
と

ヘ
イ

ル
が
試
登
、
二

一
〇
〇
〇
奥
ま
で
。

一
九
二
三
、
グ
ー
ル
レ
イ
二
二
〇
〇
〇

奥
ま
で
試
登
υ

（
一
九

一
〇

・
七
、
ケ
ラ
ス
の
登
攀
が
最

初
）

チ
ヨ
‥
テ
ン

・
二
‥
マ

ニ
フ
ト
峰

一
九
二
五
、
ウ
イ
グ
ラ
ム
、
テ
ィ
ル
マ

ン

。
′
ユ
ー
ム
ン
コ

一
九
二
三
、
シ
プ
ト
ン
、

ハ
リ
ス
ヽ
ウ

ェ
イ
ジ
ャ
ー
、

ロ
ン
グ
ラ
ン
ド
。
（
東
部
）

ド
ー
ダ
ン

・
ニ
ー
マ
　
　
　
　
七

∵
五
〇

一
九
二
〇

・
六
、
ベ
ル
リ
ン
、
シ

ユ
ナ

イ
ダ
ー
。

ネ
パ
‥
ル

・
ピ
ー
タ
　
　
　
　
七

一
五
三

一
九
二
〇

・
五
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
。

一
九
二
六

。
一
〇
、
ゲ

ツ
ト
ナ
ー
、
ウ

ィ
ー
ン

（
こ
の
雨
回
の
登
攀
せ
る
頂
は
大

々
別
個

の
も
，の
か
も
知
れ
な

い

「
ビ
ド
レ

ニ
フ
ｏ
ビ
‥
夕
」

一
九
二
六

・
一
〇
、
パ
ウ
ア
ー
、
グ

ツ

ト
ナ
ー

（
位
置
及
び
高
さ
不
明
）

ピ
ラ
ニ
ツ
ド
ビ
‥
夕
　
　
　
　
七

一
三
二

一
九
二
六

。
七
、
チ
ャ
ツ
プ

マ
ン
、

ハ

リ
ス
ン
、
ク

ツ
ク
北
西
稜
よ
り
試
登
、
そ

の
稜
上
の
一
峯

「
ス
フ
イ
ン
ク
ス
」
に
登

２
つ
。

ブ

ユ
マ
カ
ン
ツ
オ
（
ゴ
ル
ダ

マ
）
西
峯

一
九
二
六

・
七
、
ン
プ
ト
ン
、
ケ
ム
プ

ス
ン
、
（
ゴ
ル
ダ

マ
湖

の
南
）

「
フ
リ
ユ
ー
テ
ツ
ド
ビ
‥
夕
」

六
二
六
〇

一
九
三
二

・
六
　
り
、
オ
ス
マ
ス
ト
ン
等
頂

上
直
下
二
０
０
哄
ま
で
試
登
。

一
九
二
六

・
六
、
チ
ヤ
ツ
プ

マ
ン
、

ハ

リ

ス

ン
、

タ

ツ

タ

。

「
プ
ラ
ツ
タ

・
ビ
ー
タ
」
　

　

六
〇
二
〇

一
九
二
六
・
一
〇
、
パ
ウ
ア
ー
、
グ
ッ

ト
ナ
ー

（
パ
ド
ン
・
ラ
附
近
）

「
マ
ウ
ス
」
　
　
　
　
　
　
　
六
二
六
〇

一
九
二
〇
・
五
、
ス
マ
イ
ス
、
シ
ユ
ナ

イ
ダ
ー

（
カ
ン
チ
の
北
西
稜
）

ラ
チ
シ
　
　
　
　
　
（
二
一
一
〇
〇
哄
）

一
九
二
六
・
五
、

ハ
ム
プ
リ
ン
、
フ
ィ

ン
チ
二
〇
〇
〇
〇
奥
ま
で
試
登
。

「ラ
ー
グ
ル
ベ
ル
タ
」
　

　

　

五
五
〇
五

一
九
二
六
、

ニ
コ
ル
ソ
ン
、
ク
ツ
タ
。

ラ
ム
タ
・′
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
ｏ
ｏ

一
九
二
〇

・
五
、
ス
マ
イ
ス
一
ン
ュ
ナ

イ
ダ
ー

（
カ
ソ
チ
の
北
西
”
い）

「
リ
タ
ロ
北
輩
」

一
九
二
六

ｏ
八
．、
ペ
ツ
プ

ｏ
ゲ
ツ
ト
ナ

ー

（
シ
ユ
オ
ル
チ
ュ
と
ラ
マ
ア
ン
デ

ン
の

中
間
）

口
‥
ナ
タ
・ピ
ー
ク
　
　
　
　
六
四
人
○

一
九
二
〇

・
一
〇
、
グ
ー
ル
レ
イ
、

エ

パ
ー
ス
ド
ン
。

一
九
二
三

ｏ
七
、
シ
プ
ト
ン
、
イ
ラ

ｏ

キ
タ
ー
ル
。

◇
日

書

紹

介
◇

山

・
原
野

・
牧
場

坂

本
　
直

行
著
¨

「
山
」
に
一
年
近
く
も
連
載
さ
れ
た

「
あ

る
牧
場
の
生
活
」
が
こ
ん
だ
こ
う
い
ふ
名

を
冠
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

「
山
」
の
微
笑
ま
し
い
こ
の
讀
み
も
の
は

そ
れ
に
挿
入
さ
れ
た
数
多
い
カ
ッ
ト
の
故

に
ま
た
眺
め
て
業
し
む
も
の
で
あ
つ
た
。

氏
獨
自
の
感
じ
た
ま
、
を
片
端
か
ら
書
き

な
ぐ
つ
た
や
う
な
、
荒
制
り
の
文
は
、
あ

の
線
の
大
い
カ
ツ
ト
と
よ
き
コ
ン
ピ
を
な

し
て
私
逹
を
一
年
近
く
も
喜
ば
し
て
く
れ

た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
今
こ
ゝ
に
一

冊
に
ま
と
ま
つ
た
の
だ
か
ら
又
新
し
い
興

味
を
有
つ
て
こ
れ
を
迎
へ
て
も
よ
い
わ
け

な
の
で
あ
る
．
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

こ
ゝ
に
紹
介
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。
要

す
る
に
こ
の
一
冊
は
厳
密
な
意
味
の
山
の

本
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
山
を
深̈
く
取

材
し
た
牧
場
生
活
の
一
年
の
記
録
と
で
も

見
た
ら
よ
か
ら
う
。
そ
れ
で
、
本
と
な
つ

た
こ
の
一
冊
に
つ
い
て
感
じ
た
二
三
の
難

と
少
し
書

い
て
見
や
う
と
思
ふ
。

「
山
」
の
場
合
で
あ
る
と
、

一
回
に
出
た

分
は
せ
い
ぜ
い
五
六
頁
で
、
そ
れ
に
少
く

と
も
二
三
枚
の
カ
ツ
ト
が
つ
い
て
ゐ
た
か

ら
、
こ
の
場
合
に
は
讀
み
■
つ
眺
め
る
と

い
ふ
こ
の
原
稿
の
目
的
は
充
分
に
達
し
得

ら
れ
た
し
、
文
が
よ
く
カ
ツ
ト
を
説
明
し

ま
た
カ
ツ
ト
は
よ
く
文
を
生
す
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
あ
つ
た
。

し
か
し
、
こ
う

一
冊
に
な
つ
て
讀
ん
で

見
る
と
、
ど
う
も
物
足
り
な
い
感
じ
を
ダ

け
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
。
と
い
ふ
の
は

こ
の
本
で
は
カ
ツ
ト
が
前
の
牛
分
位
し
か

使
は
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
が
た
め
に
何
だ

か
物
淋
し
さ
を
う
け
る
の
で
は
な
い
か
。

私
か
ら
見
れ
ば
も
し
、
カ
ツ
ト
を
用
ふ
る

な
ら
ば
、
も
つ
と
ふ
ん
だ
ん
に
用
つ
て
貰

ひ
た
か
つ
た
。
そ
う
す
れ
ば

「
山
」
の
場

合
と
同
じ
や
う
な
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
の

に
と
惜
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
カ
ツ
ト
を
全

部
止
め
て
了
へ
ば
、
そ
れ
で
も
よ
い
が
、

と
の
場
合
に
は

「
北
の
山
」
で
見
た
や
う

な
ア
ツ
サ
リ
し
た
縮
を
五
六
枚
挿
ん
で
も

ら
ひ
た′
か
つ
た
。
む
し
ろ
私
の
考

へ
で
は

こ
の
場
合
著
者
の
文
は
カ
ツ
ト
の
必
要
の

な
い
や
う
な
締
費
的
な
筆
で
あ
る
か
ら
、

か
う
し
た
方
が
成
功
し
た
の
で
は
な
か
つ

た
ら
う
か
と
今
に
し
て
考

へ
ら
れ
る
。

ま
た
ヵ
ツ
ト
の
位
置
が
出
鱈
目
に
挿
ま

れ
て
ゐ
る
の
で
文
も
費
も
全
く
無
開
聯
な

も
の
に
な
つ
て
了
つ
て
あ
る
し
、
ま
た
悪

ヽ
こ
つ
て
コ
ツ
ト
ン
紙
な
ど
を
使
つ
た
の

だ
か
ら
、
あ
の
大
い
線
は
見
事
に
打
清
さ

れ
て
、
雨
か
霞
に
包
ま
れ
た
風
景
に
な
つ

て
了
つ
た
こ
と
も
惜
し
い
氣
が
す
る
。

あ
ま
り
注
文
ば
か
り
の
べ
て
し
ま
つ
た

や
う
だ
が
、
著
者
の
こ
の
出
版
の
意
国
が

ど
こ
に
あ
つ
た
か
私
の
知
る
限
り
で
は
な

い
が
、
本
と
し
て
は
要
す
る
に
讀
み
本
と

し
て
も
眺
め
て
楽
し
む
本
と
し
て
も
ど
つ

ち
つ
か
ず
の
中
途
牛
端
な
も
の
に
な
つ
て

ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。

恐
ら
く
著
者
と
し
て
の
最
初
の
出
版
が

か
く
も
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
了
つ
た
こ
と
そ

し
て
本
屋
に
し
て
や
ら
れ
て
了
つ
た
こ
と

そ
し
て
恐
ら
ぐ
著
者
の
最
初
の
計
費
と
似

て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
に
な
つ
て
了
つ
た
こ

と
を
著
者
の
た
め
に
残
念
に
耐
ら
な
い
し

ま
た
同
情
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
著

者
の

「
遭
難
」
の
よ
い
一
例
で
あ
つ
た
。

（
黒
田
記
）

Ｌ
マ
ラ
ヤ
ン
ジ
ヤ
ー
ナ
ル

第
九
琥
（
一
九
二
七
）

最
近
出
た
も
の
。「
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
敷
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
つ
た
諸
国

の
種
類
か
ら
云
つ
て
も

一
九
二
　
年
の
ヒ

マ
ラ
ャ
は
記
念
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

つ
て
ゐ
み
。
こ
の
年
の
総
締
括
り
と
し
て

の
本
機
が
大
物
ば
か
り
の
獲
物
を
集
鐵
し

て
ゐ
る
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。　
ラ
ッ
ト

リ
ッ
デ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
、　
ス
．ヘ
ン
ダ
ー
の

同
測
量
、
テ
ィ
ル
マ
ン
の
ナ
ン
ダ
デ
ヴ
イ
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デ
イ
ン
の
ジ

ニ
オ
ル
チ
ュ
と
シ
ン
ヴ
、
シ

プ
ト
ン
の
ナ
ン
ダ
デ
ヴ
イ
測
量
、
フ
ラ
ン

ス
の
カ
ラ
コ
ル
ム
　
Ｋ
８６
な
ど
が
主
な
記

事
。
ナ
ン
ダ

コ
ー
ト
の
記
の
の
ら
な
か
つ

た

の
は
い
さ
ヽ
か
物
淋
し
い
。
た
ゞ
會
務

報
告
に

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
日
本
の
最
初
の

遠
征
が
ホ
ー
ハ
氏
（
？
）
の
指
揮
で
ナ
ン
ダ

コ
ー
ト
に
行
け
れ
て
成
功
し
た
。」
と
簡
単

に
報
ぜ
ら
れ
↓
こ
の
登
攀

の
細
目
が
何
等

途
ら
れ
て
来
な
い
の
は
残
念
だ
」
と
編
碑

者
が
附
言
し
て
あ
る
。
と
も
あ
れ
早
く
文

と
し
て
見
た

い
の
は
こ
の
編
者
の
み
で
な

く
、
費
々
の

一
同
期
待
す
る
所
で
あ
る
。

一
九
二
七
年

の
分
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ツ
ト
、　
一
九
二
八
年
の
分

と
し
て
ド
イ
ツ
の
カ
ン
チ
、
フ
ラ
ン
ス
の

ガ
ツ
シ
エ
ル
プ
々
ム
、
そ
れ
に
、
カ
ラ
コ

ル
ム
ヘ
の
日
本
の
一
除
が
豫
定
さ
れ
て
ゐ

ワ０）。何
れ
に
し
て
も
讀
み
ご
た

へ
の
あ
る
も

の
。
ゆ
つ
く
り
讃
み
た

い
。
シ
ツ
キ
ム
の

登
攀
（
本
銃
所
載
）
も
Ｈ
Ｊ

の
資
料
で
、
Ｈ

Ｊ
第
二
統
の
ト
ビ
ン
の
そ
れ
を
補
ふ

ヽ
も
の

で
あ
る
。

こ
の
會

の
ヒ
ュ
ツ
テ
も
、
最
近

シ
ッ
キ

ム
の
モ
ー
ム
・
サ
ン
ド
ン
に
建
て
ら
れ
た

ら
し
く
、
ア
ル
プ
ス
の
そ
れ
を
窟
員
や
な

に
か
で
見
て
る
裁
々
の
目
に
は
風
が
は
り

な
も
の
で
あ
る
。

他
の
篇
員
も
何
れ
も
問
題
な
し
。

・
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
開
心
が

い
よ
ノ
ヽ

高
め

ら
れ
る
と
き
、
か
く
も
讀
み
應

へ
の
あ
る

第
九
競
を
途
ら
れ
た
こ
と
は
我
々
の
大
ぎ

な
喜
び
で
あ
り
よ
い
刺
激
で
あ
ら
う
。

（
Ｔ
Ｋ
生
）

◆

會

員

通

信

◆

一　
　
　
山
、
郷
　
土

五
月
二
十
三
日
の
日
曜
日
に
晩
春
の
手

稽
山
に
登
つ
た
．
北
海
道
の
春
は
概
し
て

本
州
よ
り
は
一
月
位
は
遅
れ
て
居
る
か
ら

札
幌
で
は
漸
く
櫻
が
散
つ
て
、
梅
や
桃
の

花
ざ
か
り
。
限
も
覺
め
る
様
な
落
葉
松
の

新
線
の
精
、
軽
川
小
學
校
裏
か
ら
山
の
頂

き
ま
で
、
鶯
の
馨
を
耳
に
し
又
山
鳩
の
嗜

き
革
を
耳
に
す
る
。
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ュ
ツ

テ
の
構
を
流
れ
る
谷
川
の
音
に
も
、
春
の

生
命
を
た
ヽ
え
る
水
流
の
勢
ひ
が
蒲
ち
て

居
る
。
こ
ヽ
か
ら
目
を
そ
ゝ
ぐ
と
、
手
稽

山
六
合
日
あ
た
り
か
ら
頂
上
ま
で
、
未
だ

に
豪
雲
を
た
ヽ
え
て
居
る
。
夏
道
に
浩
ふ

て
雲
解
で
水
量
の
増
し
て
居
る
谷
間
を
遡

り
、
や
が
て
雪
漢
を
踏
み
締
め
て
頂
上
裏

地
に
出
る
。
頂
上
の
指
標
か
ら
の
展
望
は

見
事
な
も
の
だ
つ
た
。
北
の
方
に
は
洋
々

た
る
石
狩
溝
と
そ
れ
に
そ
ゝ
ぐ
石
狩
川
の

自
き
う
ね
り
。
そ
の
北
方
に
連
互
す
る
暑

寒
別
岳

一
帯
の
山
々
は
自
銀
の
姿
だ
υ

南
の
方
を
見
る
と
東
か
ら
樽
前
山
、
恵

庭
岳
．
漁
、
空
沼
．
サ
ウ
ス
、
札
幌
岳
．

ム
イ
ネ
山
、
遠
く
羊
蹄
山
を
望
ん
だ
力、
と

思
ふ
と
、
餘
市
岳
、
朝
里
岳
、
等
千
米
突

以
上
の
山
々
、
み
な
い
づ
れ
も
残
雪
を
い

た
、
い
て
春
光
に
照
り
映
え
て
居
る
。
ゾ

ン
メ
ル
ス
キ
ー
で
滑
降
を
楽
し
む
事
が
出

来
て
う
れ
し
い
．
同
好
の
連
中
十
名
餘
り

下
界
は
初
夏
だ
と
云
ふ
の
に
、
札
幌
か
ら

饉
か
敷
粁
、
而
も
札
幌
を
眺
め
乍
ら
、
千

米
の
頂
上
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む
事
が
出
来

る
。
此
の
手
綸
山
は
札
幌
か
ら

一
番
近
い

山
で
、
高
さ
は
千
二
十
三
米
。
汽
車
で
札

幌
か
ら
登
山
口
の
軽
川
脚
ま
で
二
十
分
餘

り
で
汽
車
賃
十
八
銭
。
登
り
易
く
山
氣
分

が
満
喫
出
来
る
か
ら
大
衆
的
に
、
各
も
夏

も
親
し
ま
れ
工
居
る
。
各
は
各
で
ス
キ
ー

の
快
味
を
山
頂
よ
り，味
ふ
事
が
出
来
、
夏

は
夏
で
又
別
な
山
の
味
ひ
が
あ
る
。

手
稽
山
に
登
つ
て
か
ら
早
十
幾
年
、

一

年
に
三
四
回
は
必
ず
登
る
。
そ
し
て
い
つ

も
我
郷
土
を
見
渡
し
、
拓
け
、
投
が
り
行

く
様
に
此
の
上
な
い
よ
ろ
こ
び
を
感
す
る

私
は
山
友
と
よ
く
山
頂
で
の
物
語
り
を
好

む
。
石
狩
平
野
に
開
け
木
る
郷
上
、
そ
し

て
開
拓
の
先
人
の
功
業
を
偲
ぶ
に
は
ど
う

し
て
も
地
日
を
眺
め
、
そ
の
土
地
を
山
上

か
ら
指
呼
す
る
に
限
る
。
六
月
頃
か
ら
は

本
州
方
面
よ
り
の
旅
行
日
が
多
く
な
る
。

我
が
住
む
郷
土
を
よ
く
認
識
し
　
い
た
ゞ

い
て
北
方
文
化
の
開
登
に
開
心
を
持
た
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
居
る
。
賞
に
北
海
道
今

日
の
愛
展
は
携
み
な
き
先
人
達
の
努
力
の

賜
だ
。
國
亡
び
て
山
河
在
り
と
云
ふ
事
が

あ
る
が
、
未
だ
開
拓
の
歴
史
の
満

い
北
海

道
で
は
、
先
人
亡
く
し
て
文
化
新
な
り
と

の
感
慨
が
深
い
。
袋
々
は
今
日
の
郷
上
北

海
道
を
思
ふ
に
つ
け
、
開
拓
の
先
人
に
封

し
て
深
き
感
謝
を
捧
げ
ぎ
る
を
得
な
い
。

私
は
ょ
く
山
に
登
る
し
よ
く
村
落
を
訪

ね
る
。
旅
行
に
よ
つ
て
郷
上
の
認
識
を
新

に
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
郷
上
の
装
展
は

期
す
る
と
こ
ろ
、
住
む
人

一
人

一
人
の
努

力
の
結
合
に
外
な
ら
ぬ
と
考

（
て
居
る
９

（
札
幌
　
職
田
輔
雄
）

第
八
十
¨
回
小
集
會
記
事

六
月
三
日

（
木
）
午
後
七
時
於
三
會
堂
・

山
岳
話
彙
に
開
聯
し
て
、
左
の
雨
氏
に
講

演
を
お
願
ひ
し
た
。
来
會
四
十
名
は
い
さ

ヽ
か
物
淋
し
か
つ
た
が
、
い
づ
れ
も
こ
の

方
面
に
深
い
イ
ン
テ
レ
ス
ト
を
持
た
れ
る

熱
心
な
者
ば
か
り
の
小
さ
い
集
ひ
で
あ
つ

」″一∪一
、
山
間
の
ア
イ
ヌ
語

文
學
博
士
　
金
田

一
京
助
氏

〔
要
旨
〕

今
饉
か
に
本
州
山
間
に
残
つ

て
る
山
間
の
人
々
の
出
言
葉
か
ら
二
三
の

貸
例
を
ひ
い
て
そ
れ
と
ア
イ
コ
語
と
の
開

・

聯
を
読
き
、
更
に
漁
榜
者
間
に
於
け
る
言

一

葉
と
ァ
イ
ヌ
語
と
の
関
係
、
東
北
に
残
る

地
名
と
ア
イ
ヌ
語
と
の
関
係
に
及
び
、
更

に
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
残
る
方
面

・

の
人
々
と
現
代
ア
イ
ヌ
人
と
の
関
係
に
つ

一

け
て
二
三
の
推
定
を
下
さ
れ
た
。
こ
の
要

一

旨
は
何
れ

「
山
岳
」
に
も
書
き
下
し
て
頂

一

く
こ
と
に
し
た
。
熱
の
こ
も
つ
た
人
を
ひ

一

き
つ
け
る
氏
の
講
演
に
時
の
う
つ
る
の
も

一

忘
れ
て
舞
幕
、
大

い
に
感
銘
を
深
う
し
た

．

こ
と
で
あ
る
′
約

一
時
間
牛
。

一
、
越
後
独
師
の
話

會
員
　
高
橋
文
太
郎
氏

古
末
山
と
棚
係
深
い
職
業
若
に
つ
い
て

一

前
置
き
さ
れ
　
そ
の
一
つ
の
マ
タ
ギ
、
特

に
最
近
旅
行
さ
れ
た
飯
豊
山
麓
赤
谷
村
瀧

谷
を
倒
と
し
て
マ
タ
ギ
の
生
活
俗
脅
を
報

告
さ
れ
、
彼
等
の
間
に
於
け
る
入
国
式
等

の
奇
制
に
つ
い
て

一
言
さ
れ
、
最
後
に
會

の
や
つ
て
ゐ
る
山
岳
語
彙
の
探
集
に
つ
い

て
そ
の
意
味
を
明
に
せ
ら
れ
た
。
ま
た
大

い
た
得
る
所
が
あ
つ
′た
。

絡
り
に
、
御
多
忙
中
右
の
講
演
を
快
諾

せ
ら
れ
た
雨
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す

る

（
黒
田
記
）

木
會
者

武
田
久
吉
、
酒
井
忠

一
、
多
賀
富
威
　
高

頭
仁
兵
衛
、
中
村
テ
ル
、
岩
崎
京
二
郎
、

茨
木
猪
之
吉
、
大
熊
保
夫
、
開
根
吉
郎
、

磯
貝
勢
、
大
坪
藤
麿
、
外
山
義
夫
、
市
井

道
太
郎
、
黒
川
孝
雄
、
吉
澤
一
郎
、
木
射

鍍
吉
、
新
庄
球
生
、
田
邊
主
計
、
村
尾
仁

二
、
近
藤
恒
雄
、
満
原
重
維
、
矢
作
太
郎

吉
田
竹
志
、
橋
本
晋
十
郎
、
松
方
二
郎
、

田
同
一
郎
、
石
原
巖
、
藤
澤
乙
三
、
島
田

巽
、
仲
田
吉
夫
、
高
橋
文
太
郎
、
扁
田
嘉

四
郎
外
二
八
名

山
岳
第
二
十

一
年
第
二
競
正
誤

頁
　
行
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
正

六
〇
　
一六
　
六
８
１
米
き
ｏ
　
六
８
１
七
８
米

六
六
　
一七
　
下
界
　
　
　
　
下
限
界

セ
一
　
一ア
　
な
ど
占
　
　
　
な
ど
の
古

セ
六
　
一六
　
普
道
　
　
　
　
普
通

九七
　
一九
ロ

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
布
上
限
分

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
の
分
布
上
限

三
ｏ
　
力
　
認
あ
る
　
　
　
認
め
る

元
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